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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、薩摩藩 25 代藩主島津重豪の命により編纂された唐話辞書『南山俗語考』の成立過程と
その内容について、精緻な調査に基づき、その中国俗語辞書の編纂史並びに中国語教育史上の意義を
明らかにしたものである。 
 本論文は大きく三部に分かれ 13 章からなる。第一部（第 1~6 章）は、先行研究を踏まえた上で、
稿本『南山考講記』から刊本『南山俗語考』への改編過程を、全体の構成、語彙の差し替え、構文の
変換、唐音かな表記の異同などの諸点から明らかにしている。第二部（第 7～9 章）は、『南山俗語
考』に収録された語句（単語からフレーズまでを含む）が意味分類による項目配列方式をとることの
意義を明らかにし、その藍本として『御製増訂清文鑑』が参照されたとする仮説を提示している。第
三部（第 10～13 章）は、明治以降の『南山俗語考』の受容、変容について、中国語教科書として編
集された『漢語跬歩』や『支那南部会話―一名南京官話』に対する影響という観点から分析を加えて
いる。附録資料として、序、跋の翻字及び『南山俗語考』附録の会話部分「長短雜話」、『南山考講記』
附録の会話部分「君臣唐話」の翻字、さらに『南山俗語考』『南山考講記』『漢語跬歩』所収の全語句
をピンイン順に配列した索引並びに関連年表を末尾に付している。 
以上、第一部から第三部までの分析を通じ、江戸から明治に至るまで日本国内外において様々に形
を変え使用され続けた『南山俗語考』の編纂過程とその内容の変遷、及びその影響力について、総合
的な比較検討を加え、『南山俗語考』の持つ画期的な特色を具体的に明らかにした。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、江戸時代の唐話辞書である『南山俗語考』の成立過程とその内容を、日本における中国
俗語辞書の編纂、及び中国語教育史の角度から取り上げ、その特色や史的意義を明らかにしたもので
ある。唐話とは、江戸時代の中国語に対する呼称であり、主として唐通事によって伝承されてきたも
のである。唐話及び唐話資料は、従来より中国文学が江戸時代の日本文学に与えた影響を考察する際
に論じられてきた。近年では、中国語学の音韻研究の立場から取り上げられることが多いが、中国語
教育の視点からの研究は少ない。また、研究対象となる唐話は、長崎の唐通事や唐通事出身である岡
島冠山に関するものが主流を占め、薩摩藩の『南山俗語考』は、唐話研究や中国語教育史から見た重
要性がつとに指摘されながら、これまで十分な関心が払われずに来た。本論文は、こうした唐話研究
の大きな欠落を埋め、『南山俗語考』の編纂過程とその内容の特徴を多面的、実証的に明らかにし、
『南山俗語考』研究の基礎を築いただけでなく、その収録語句の項目配列方式に着目し、その藍本を
ほぼ特定することにも成功している。また、『南山俗語考』が明治以降の中国語教育に受け継がれて
ゆく状況を具体的な例を挙げて明らかにし、その中国語教育史上における意義を再評価した点も高く
評価することができる。 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
 
